
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 7 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

研究成果の概要： 

 

文法理論の拡張にあたって実用論を援用しようとする試みは少なくない。本プロジェクトでは

意味論を諸インターフェイスの中心に据えて、コンテクストと文法の相互関係についての研究

を進めた。記述上の対象領域としては情報構造とアスペクト，時制，モダリティー（ATM）を

選択し、一方では，パージングを基盤に置いた構文解析を言語運用の分析と見なす Dynamic 

Syntax（DS）の統語理論的な可能性を検討した。他方では、形式意味論・実用論と認知意味論・

実用論の双方の成果を取り入れながらテクスト・ディスコースとコンテクストの分析を進めた。 

 なお本プロジェクト期間中に、当研究グループから 4 本の博士論文が提出された。 
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１．研究開始当初の背景 

 変形生成文法と認知言語学の対立として顕
在化した議論は，理論言語学における言語の
自律性にまつわる問題であるが，同時に，一
方でプログラムの演繹的な線形処理をモデル
とした言語理論と，他方でニューラルネット
ワークを模したプログラムの並列処理をモデ
ルにして，枝節の接続に関する統計処理によ
って「学習」を可能にした言語理論との対立
でもあった。しかしこの両者に共通なのは，
なんらかの情報処理に基づいたプログラム内

の要請によって，閉じた認知体系の中で「言
語」が生成される，という信念である。それ
に対して本プロジェクトは，形式的，計算的
であることを放棄することなく，しかし開か
れた伝達システムが「言語」の理解と生成に
決定的に関与していることを言語学の枞組を
用いて明らかにしようと試みた。今回の申請
期間内の目標としては，情報構造のフォーマ
リズムへの統合とアスペクト，時制，モダリ
ティー（ＡＴＭ）の詳細な対照分析を挙げた。 
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２．研究の目的 

 人間による逐次的な文処理という基本的視
点にもとづいて文とディスコースの境界を分
析しようとする本プロジェクトは，①人間が
実際に行っている文処理を計算論的にモデル
化することを目指しながら，言語学の認知科
学との接続を考える点，②形式的な分析と認
知言語学の成果が融合可能だという立場に立
ち，その融合を進める点においてユニークな
ものである。本プロジェクトが選択する
Dynamic Syntax（DS）は，パージングを基
盤に置いた構文解析を言語運用の分析と見な
し，解析木を意味表示として捉え，解析木の
漸増的な成長と漸減的な選択を目標指向の計
画行為としてエージェントの行為理論に埋め
込むという特性を有する。これにさらに，伝
達の認知に与える影響をコンテクストという
形で定義しコンテクスト理論を接続する試み
は，「意味論を中心に据えたインターフェイ
ス」を確立する端緒となると考えられた。 

 

３．研究の方法 

 一方では，意味論の統語論とのインターフ
ェイスとして Dynamic Syntax(DS)の枞組を
発展させながら，日本語，英語，ドイツ語の
対照文法を充実させてきた。他方，言語構造
と実用論能力，認知能力とのインターフェイ
スでは，形式意味論・実用論と認知意味論・
実用論の双方の成果を取り入れながらテクス
ト・談話とコンテクストの分析を進めた。 

 

４．研究成果 

 初年度に当たるＨ１８年度には、日本語関

係では所有、数量詞、卓立などの現象につい

て考察を深め、記述と形式化の両面で進捗を

見た。形式化の中心になったのはダイナミッ

ク・シンタクス（DS）で、６月には Ruth 

Kempson を東北大 COE、東大 COE 合同の

シンポジウムに招待し、実質的には当科研グ

ループが発表、議論を重ねた。また、fMRI/EEG

を用いた脳機能計測によって日本語の文処理

過程計測実験も行い、脳科学との接点も探っ

た。とくに、DS によって日本語文のインク

リメンタルな処理を包括的に定式化するため

の基本的検討を行い、前者の実験結果を後者

の理論によって解釈・モデル化するための方

法の端緒も開いた。実装の面でも、Prolog を

用いて DS の基本的な処理の実装を行った。

これに対してドイツ語に関しては、COE シン

ポジウムにおいて Kempson を交えて DS に

よるドイツ語の扱いについて議論を深めた。 

 さらに、名詞意味論、動詞意味論を実用論

的なレベルで融合させる試みを続けている。

前者は情報構造の研究、後者はアスペクト・

テンス・モダリティ（ATM）の研究に収斂し

てきた。視点研究、コンテクスト研究も視野

に入れ、結果として「モダリティと指示」の

問題が研究の焦点として浮かび上がってきた。 

 なお年度中に、荻原俊幸、Chungmin Lee, 

Sebastian Löbner を招待し研究協力を発展さ

せた。 

 Ｈ１９年度は、一方では意味論の統語論と

の イ ン タ ー フ ェ イ ス と し て Dynamic 

Syntax(DS)の枞組を発展させながら，他方，

形式的に捉えられる構造と実用論能力，認知

能力とのインターフェイスでは，形式意味

論・実用論と認知意味論・実用論の双方の成

果を取り入れながらテクスト・談話とコンテ

クストの分析を進めることを狙いとした。 

 DS に基づく脳科学との境界における言語

処理分析も進展している。DS の実装以外に

も、Multimodal Type Logical Grammar の枞組

を用いた分析を語順と量化詞などの現象に適

用しただけでなく、Continuation（継続）を

文法分析にも使用する試みにも着手した。 

 日本語，英語，ドイツ語の対照文法を充実

させるために、モダリティーを中心的に研究

し、時制、アスペクトとの相互作用を分析し

た。また、新たな下位分野としてモダリティ

ーと文の独立性や複文の従属性との関連が研

究課題として浮上してきた。今年は時間性従

属接続と継続的関係文（ weiterführende 

Relativsätze）を取り上げた。 

 なお、2007 年 6 月には、Gerhard Jäger が

当プロジェクトの招待で来日した。 

 

 Ｈ２０年度の研究の中はまだすべてが論文

形態の発表には至っていないが、情報構造と

ＡＴＭの意味論に関して以下の点について進

展があった。一つは文の階層性の検討である。

一方で時間節、目的節や連体節などの従属節

の構造と意味の多様性をドイツ語と日本語を

中心にして主張した。他方で、ドイツ語のＶ

２（動詞第２位）についていかなる意味的解

釈が可能かを検討し、これまでの文ムードと

トピック・フォーカスの議論について、モダ

リティの観点から意味論的に統一的な説明を

探った。第二に、条件節の振舞いを検討

しながら、その時制やモダリティとの相

互干渉を議論した。現実性推論の問題と、

否定極性読みの多義性の問題を取り扱

った。最後に、所有表現（HAVE）の問

題を日独英対照の立場から取り上げた。 

 また dynamic syntax についても、多

重主語文を事例として解釈の複雑性を

説明した。  
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